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1 ．はじめに
日本人の英語学習者にとって、発音は苦手意識を持っ

ている技能の一つであり、コミュニケーション能力の育
成にフォーカスした英語指導において、最も重要な要素
の一つであるにもかかわらず、その指導が十分に行われ
ていない。

学校現場における指導内容は、入試の問題構成に影響
を受けやすく、現在の入試問題においては、他技能（リー
ディング、リスニング、ライティング）に比べて、発音
知識を問う問題は含まれていてもその割合は他技能に
比べて、非常に少ない。特に、大学入試共通テストにお
いては、発音に関する問題は含まれていない（文部科学
省 , 2021）。また、紙ベースで実施されることがほとん
どの入試において、発音知識は問えても、発音技能（実
際にその音声を産出することができる）を評価すること
は困難である。こうしたことから、教室現場では、発音
指導は軽視されがちで、その指導は各教師の判断に任せ
られていることが多い状況である。

教師自身が発音に対する重要性をどの程度認識して
いるか、ということに加え、自身の発音技能に対する
自信が、指導に影響を与えていることは明らかである。
教師自身が学習者の時、発音の指導を十分に受けていな
いこと多く、そうなると、自身の発音技能に不安を感じ、
実際の指導を避けてしまうことも多い。以上の背景か

ら、発音指導については、教師間での指導法の統一・共
有や、効果的な指導法の研究開発・実践がなかなか進ん
でいない現状がある。

小学校から大学すべてのレベルにおいて、コミュニ
ケーション能力の育成という観点から、発音技能の向上
は注力すべきことであると考えるが、特に音の学びにお
いて重要な発達段階にある小学校での音声指導におい
て、指導者の果たす役割は大きい。小学校での外国語（英
語）教育が早期化・本格化している中で、小学校教員が
最も懸念している課題の一つが自身の発音技能である。
その理由として、日本語と英語の音韻体系の違いによる
難しさや、英語の発音に苦手意識を持つ日本人指導者が
多いことが挙げられる。加えて、中学校や高等学校の教
師とは異なり、小学校教師は、英語を専門的に学んでい
る教員は多くはないという現状もある。

さらに、小学校だけでなくすべての教育レベルで、教
師が担当する英語の授業の時間は限られており、その中
で発音指導に割ける時間は非常に限られていることか
ら、より効率的かつ効果的な発音指導が求められてい
る。しかし、注力すべき指導項目、適切な指導に対する
情報が十分に共有されていないことや、教師自身の発音
技能に対する重要性の認識の低さや自身の技能の自信
の低さが、発音指導の効果を低下させている可能性があ
ると考えられる。
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そこで、本稿では、日本人学習者を対象とした英語教
育の研究文献をベースに、日本人の発音技能や認識に対
する現状と、その要因を概観したうえで、日本人英語学
習者が限られた学習時間の中で特に取り組むべき発音
項目を精査し、指導効果とのバランスを考慮したカリ
キュラム作成の提案、指導デザインのための留意事項を
提案する。本研究を通じて、教員養成課程に在籍する学
生や現職教員に対する研修デザインのための知見を提
供し、結果として、教師が発音指導において自信を持ち、
効果的かつ効率的な指導ができるようになることを目
指す。

2 ．発音技能と指導教員の現状
2.1　日本人英語学習の発音技能の現状

英語が学校で外国語として指導されるようになって
から長い時間が経過しているにも関わらず、日本人学習
者は英語に対する苦手意識が依然として高い（野本・平
塚 , 2016）。実際に、TOEIC および TOEFL の結果からも、
日本人学習者のスコアはアジア諸国の中で下位に位置
していることが明らかになっている（ETS, 2021）。

英語の運用能力の中でも、特に発音技能に対する苦手
意識が強いことが指摘されており、野本・平塚（2016）
の大学生を対象としたアンケート調査では、84％の学生
が英語の発音に「あまり自信がない」または「全く自信
がない」と回答している。

2.2　小学校教員の英語発音に対する懸念
発音技能における苦手意識は、教員も抱えていること

が多く、特に、近年、必修化・教科化が進んだ小学校で
教える教員にとっては、自身の発音は、指導において、
最も懸念すること、不安に感じていることの一つであ
る。

米崎他（2016） の調査によると、小学校教員は「自分
の発音が正しくできているとは思えない」、「発音には自
信がない」、「発音に敏感な時期に間違った発音で指導す
れば子どもたちの発音は間違ったものになるのではな
いか」といった教員自身の発音力を心配する声が多くあ
ると報告しており、他の言語技能に比べてその懸念は顕
著である。

また、河内山他（2011）の現職小学校英語担当教員（日
本人英語担当教員）を対象にした調査では、対象となっ
た教員 229 名のうち 135 名が外国語活動の授業で英語の
発音指導を「全くしない」、「ほとんどしない」と回答し
ており、自身の発音に自信がないといった苦手意識や、
そもそも発音の指導方法がわからない、子どもたちにそ
のことから悪影響を与えたくないといった理由から指
導を避ける教員が多くいることが報告されている。

3 ．発音の影響要因
前述のように、学習者だけでなく指導者も英語の発音

に対して、苦手意識を持っているが、本節では、その苦
手意識が高い要因について、言語学的要因、入試要因、
指導者要因、環境要因、国民気質要因、評価要因の観点
から考察する。

3.1　言語学的要因
英語と日本語の音声特徴の違いは、日本人英語学習

者が発音習得を難しく感じる要因の一つと考えられる。
日本人の英語発音に顕著に見られる特徴の一つとして、
子音の後に不要な母音を加えてしまう特徴がある。日本
語はモーラ言語であり、子音のみで構成される音節がほ
ぼ存在しないため、日本語母語話者は英語発音時に母音
の挿入が生じる。これは、母語である日本語の特性が影
響しており、改善が容易でない（小野 , 2012）。

眞田（2008）によると、音声には開音節（open syllable）
と閉音節（closed syllable）があるが、日本語は 90％が
開音節で、構成されているのに対して、英語は 85％が
閉音節で構成されており、かなりの違いがある。開音節
とは、母音で終わる音節で、発音が比較的容易である一
方で、閉音節とは、子音で終わる音節で、発音が比較的
難しいとされており、このような音声の特徴も、日本
人英語学習者にとって発音を難しくする要因の一つと
なっていることが考えられる。

また、音素数について、Vance （1987）はアメリカの
標準英語（GA）と日本語の音素数を比較すると、母音
は GA が 14、日本語が 5 音、子音は GA が 25 音に対して、
日本語が 15 音となっており、日本語のほうが英語より
音素数が少ないことを指摘している。少ない音素数を持
つ日本語学習者が、多い音素数の言語を習得するのは困
難を要する。

そして、言語話者が聞き取ることができる音声の周波
数帯（パスバンド）についても、日本語と英語で異なり、
日本語の主要周波数は 125 ～ 1500 ヘルツであるのに対
し、英語は 2000 ～ 12000 ヘルツと大きく異なる（村瀬 , 
1998）。このため、母語の範囲外の周波数の音の認識が
む難しくなり、結果として発音が難しくなる可能性が考
えられる。

加えて、stress-timed language に分類される英語は、単
語の音節に強弱があり、そのリズムが聞き手の理解に大
きく影響を与えている一方、日本語にはそうした強弱が
なく、日本人母語話者にとって、単語、または文レベ
ルで強弱をつけるということは、容易ではない（Liu & 
Takeda, 2021）. 

以上のように、日本語母語話者にとって、英語の音声
を習得することが容易ではないと考えられる様々言語
的違いがある。それにもかかわらず、十分な指導や練習
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の機会を与えられていないので、日本人学習者が英語の
発音を苦手と感じるのは当然のことであろう。

3.2　入試要因
苦手の原因の一つとして、日本の教室現場において

発音指導が軽視されていることが挙げられる（Ogihara, 
2005; Saito, 2007; 手島 2011）。この背景には、入試にお
ける問題の配分が大きな影響を与えていると考えられ
る。多くの入試では、発音に関する問題の割合が他の技
能に比べて少なく、音の知識は問われるものの、実際
の技能を試すような試験はほとんど存在しない。実際、
令和 3 年度から大学入試センター試験にかわり実施さ
れることとなった大学入学共通テストにおいては、以
前の大学入試センター試験では含まれていた発音の問
題は含まれなくなった（文部科学省 , 2021）。この現状
が示すように、発音技能の重要性が他の技能と比較し
てあまり認識されていない（Elliot, 1995）。特に、記述
式試験が重視される EFL（English as a Foreign Language）
環境では、このような考え方が顕著である。この状況を
踏まえると、他の重要な技能の指導時間を使ってまで、
発音指導に時間を割く教員は非常に少ないのは当然で、
結果として、学習者の発音学習の機会が十分に与えられ
ていないことが苦手につながっていると考えられる。

3.3　指導者要因
入試問題の要因に加えて、前節でも触れたように、指

導者自身が発音に自信がない、または指導方法がわから
ないといった理由から、発音指導に積極的に取り組めて
いないことが、学習者が学ぶ機会を得られず、発音技能
の向上が進んでいないと考えられる。

教師自身の発音技能については、モデル音声として
様々なデジタルメディアが利用可能であるものの、指導
者の発音は学習者に与える影響が大きい。大嶋（2020）
や Breitkreutz, Derwing & Rossiter（2001）は、学習者が
指導者による音声モデルから英語の発音を学んでいる
と述べており、その影響の大きさを示唆している。

しかし、現状では、指導者自身も十分な発音指導の知
識やトレーニングを受けずに、現場で教えることが多
い。これは日本に限ったことではなく、他の国でも発音
に特化した訓練を受けずに指導しているケースが見ら
れる（Foote, Holtby & Derwing, 2012）。

指導者が十分な訓練を受けずに指導に臨んでいる教
員がいることから、発音の指導方法については、各教
員の学習者としての経験や考えによるところが大きく、
適切な方法が取られていない状況もある。発音技能は言
語技能の中でも特に、個人の能力差が大きい技能である
にも関わらず、画一的な指導が行われていることが多い
ことも、問題の一つとして上げられる。

こうした現状を踏まえると、教員になる前の教員養成
課程において、より充実した発音指導について学ぶこ
と、そして自身の発音技能についても、自信を持って指
導に望める程度の能力を身につけるように、取り組んで
いくことが現状の改善につながると考える。

3.4　環境要因
アメリカやイギリスのような英語圏の ESL（English 

as a second language）環境では、日常の中で英語を話す
機会が多いため、自身の発音に対してフィードバックを
受けやすく、自己評価以外にも具体的な改善点を指摘さ
れる機会も得られやすい。これにより、学習者はより
具体的な目標設定が可能となり、発音の改善に向けた
意欲が高まることが考えられる。一方、日本のような
EFL（English as a foreign language）環境においては、日
常の中で口頭での英語のコミュニケーション機会が限
られているため、自身の発音の明瞭性（通じるかどうか）
についてフィードバックを受けることが難しいという
問題がある。このため、学習者は自身の発音に対して自
己評価しか行えず、改善に向けた具体的な目標設定が難
しくなることがある。こうした環境から学習者が自己の
発音に自信を持つことが難しく、また、改善への動機づ
けが得られにくい事になり、結果として苦手意識を持つ
ことにつながると考えられる。

3.5　国民気質の問題
さらに、日本人の国民気質的な観点からも苦手となる

要因が考えられる。まず、日本の文化では、恥をかくこ
とを避ける傾向が強いため（山田 , 2008）、自信のない
の発音を披露することに対して消極的になることが多
く、こうした心理傾向が、発音を練習し、向上させる機
会を失う一因となっている。

また、日本の文化は比較的、個人が目立つことを避
ける傾向がある（Markus & Kitayama, 1991）。そのため、
英語の発音を習得しようとする際にも、目立たずに済む
方法を選ぶことが多く、英語の発音を大胆に練習するの
をためらう状況が生じる。

加えて、日本の教育文化では、短期間で結果を出すこ
とが重視される傾向がある（玉井・川前 , 2023）。英語
の発音習得は長期的な取り組みが必要であり、短期的な
成果が出ない場合、その学習意義に懐疑的になる傾向に
なり、発音の練習が十分に行われないことがある。

以上のような国民気質が、日本人が英語の発音を習得
する際にネガティブな影響を与えている一因であると
考えられる。

3.6　評価要因
前節でも述べたように、日本の大学入試制度では、英
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語の発音評価が一般的には含まれないことが要因とな
り、教育機関や教員は発音指導や評価に対する重要性の
認識が低く、客観的な評価基準の整備が進まない傾向が
ある。

また、日本の教育環境では、授業時間の制限や教員の
業務負担の大きさから、発音指導に十分な時間を割くこ
とが難しい。特に、英語の発音評価が手間がかかる作業
であるため、教員が他のスキル（リーディングやリスニ
ング）に重点を置く傾向がある。

加えて、発音技能は、個人差が大きくかつ、学習者
ごとの課題に応じた指導が特に必要な技能ではあるが、
日本の教育環境では、クラスの規模が大きく、個別指導
が難しい。そのため、学習者間の個人差に対応した発音
指導や評価が難しく、発音の評価が一律に行われること
が多いことも評価に関わる課題の一つである。

そして、教員の英語音声能力の不足も評価の問題とし
てあげられる。日本人教員の中には、自身の英語の音声
に関する能力が十分でない場合がある。そのため、学習
者の発音の正確さや明瞭さを適切に評価することが難
しく、また、自身の発音技能に自信が持てない教員は、
発音指導に消極的になる傾向がある（靜 , 2011）。

以上から、日本の教育環境において、発音指導や評
価に対する認識や実践が十分ではなく、客観的な評価
基準が整備されていないことが課題として残っている。
特に、教員の負担が大きいため、発音指導に十分な時間
を割くことが難しいこと、また、個人差が大きくかつ、
学習者ごとの課題に応じた指導が特に必要な技能であ
ることも課題となっている。加えて、教員の英語音声能
力の不足や、発音評価に対する重要性を疎かにする傾向
もある。こうした課題を克服するためには、教育機関や
教員の意識改革が必要であるといえる。

4 ．指導項目の選択
現在の教育環境を考慮すると、発音に十分な時間を割

くことは難しいと考えられる。そこで、本節では、限ら
れた時間の中で、発音の様々な学習項目からどの項目を
優先して指導するべきかについて検討する。

4.1　明瞭性に影響を与える音
英語学習者が英語を話す際、特にその明瞭性に影響を

与える音声について、先行研究を概観して、優先的に指
導する項目について検討する。

音声指導における主要な要素は、segmentals（母音や
子音）と suprasegmentals（リンキング、リズム、イント
ネーションなど）に大別できる。日本の指導現場では、
例えば /l/ と /r/ や /th/ など、日本語にない音の中でも特
に英語に特徴的な、個別の音の指導が主に行われている
ことが多い。suprasegmentals については、入試などで単

語のストレス位置が問われることもあり、この側面につ
いては指導されているが、リンキングであったり、リズ
ム、イントネーションといった側面は、十分に指導され
ていない。

segmentals と suprasegmentals の ど ち ら が 明 瞭 性 に
影響を与えているのかについてはさまざまな研究が
なされているところであるが、結果は研究よって異
なる。近年は、国外では指導の重点が segmentals か
ら suprasegmentals に移行してきており（Levis, 2005）、
様 々 な 母 語 を 持 つ 英 語 学 習 者 を 調 査 し た 研 究 で、
suprasegmental が segmentals よりも明瞭性に影響を与え
ていることが示されている。（Anderson-Hsieh, Johnson 
& Koehler, 1992; Darcy, Ewert & Lidster, 2012; Derwing, 
Munro & Wiebe, 1998; Hahn, 2004; Magen, 1998;）。そして、
suprasegmentals の中でも単語・文のストレスが明瞭性に
与える影響を示唆する研究が目立つ。Hahn（2004）は、
韓国語を母語とする英語学習者を調査し、文レベルのス
トレスが明瞭性に影響を与えていると報告している。ま
た、日本語を母語とする学習者を対象とした研究では、
単語のストレスが明瞭性（intelligibility）に影響が大きく、
子音、母音はアクセント位置の間違いほど影響が大きく
ないと報告している（山根 , 2015）。加えて、異なる母
語話者で構成される学習者グループを対象とした調査
した研究でもストレス位置が明瞭性に影響を与えてい
ると報告している（Field, 2005; Van den Doel, 2006）。

一方で、segmentals が明瞭性に与える影響の大きさを
示唆する研究もある。Kashiwagi and Snyder （2008, 2014）
は、日本人英語学習者を対象に、segmentals が明瞭性に
影響を与える一方で、suprasegmentals は単語のストレス
を除いて影響が小さいこと示している。

指導における segmentals と suprasegmentals のそれぞれ
の重要性を論じる上で、Jenkins（2000）は母語話者
と非母語話者間で音声処理の違いがあることを指摘
し、英語学習者が意思疎通を行う対象の話者によって、
segmentals と suprasegmentals の重要性が異なることが考
えられると主張しており、特に、母語話者と非母語話者
間のコミュニケーションでは、suprasegmentals がより重
要な要素となると主張している。

これらの研究から、明瞭性に影響を与える音声指導項
目として、segmentals と suprasegmentals の両方を考慮す
る必要があることがわかる。特に、suprasegmentals の要
素で一つであるストレスに焦点を当てることが、英語学
習者の明瞭性向上に効果的であると考えられる。しか
し、話者間のコミュニケーションの状況や学習者の母語
によって、segmentals と suprasegmentals の重要性が異な
る可能性があるため、指導項目の選択においては、学習
者のニーズや目標に応じて柔軟に対応することが重要
である。
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4.2　日本人が苦手な音
産出される音声が学習者の母語に干渉を受けること

は周知の事実である。そこで、ここでは、日本語母語話
者が特に苦手とする音声について、考察する。

まずは segmentals における特に課題となる音声につい
てだが、日本語に存在しない音素はやはり習得が難し
い。英語の音素のうち、日本語に存在しないものがい
くつかある。例えば、代表的なもので、/l/ と /r/ などで
ある。これらの音素は、日本人学習者にとって非常に
難しく、習得に時間がかかることが示されている（Saito 
& Brajot, 2013）。

また、英語と日本語では、音素の組み合わせや音韻構
造が異なる。例えば、英語では子音クラスター（連続し
た子音）がよく現れるが、日本語ではそれがほとんどな
い。このため、日本人学習者は子音クラスターを正確に
発音するのが困難であることが多い。前節でも触れたよ
うに、英語によくある子音だけの音節に、日本人学習者
は不要な母音を挿入して発音してしまう（藤本・船津 , 
2008; Dupoux et. al, 1999）。

そして、日本語と英語では、ストレスとリズムのシス
テムが大きく異なる。日本語はモーラを基本単位とした
リズムであり、英語はストレス音節を基本単位とした
リズムである。この違いから、日本人学習者は英語の
ストレスやリズムを習得するのが難しいとされている。
単語レベルだけでなく、文レベルにおいても、音の強弱
をつけることは、そういった言語特徴をもたない日本
人母語話者にとって、改善が難しい要素の一つである。
この音声特徴については、前節で議論した明瞭性に強い
影響を与えるため、日本人母語話者が特に注力したい音
声項目である。

英語の音声的特徴の一つであるリンキングも、日本
人学習者にとって困難な要素である（野村 , 入部 , 桂田 , 
新田 , 2012）。リンキングとは、単語の語末の子音が、
次の単語の語頭母音と結びつき、一つの音のように発音
する現象である。例えば、「cup of tea」という単語群では、
cup of の部分がはじめの単語の最後の p の音素と次の単
語の最初の音素の o が繋がり、「カポヴ」のように発音
される。このように、英語では単語と単語の間が滑らか
に繋がり、音がつながって聞こえることが多い。日本語
にはこのような音声特徴がなく、一語一語、つなげずに
発音されるため、日本人学習者にとって英語のリンキン
グの習得は困難を伴うため、指導による意識的な学習が
必要である。

4.3　言語使用文脈
学習者が将来、どのような文脈で英語を使用するかに

よって、指導の優先項目を考える必要がある。母語話者
と非母語話者は、英語の発話音声を認識する際に異なる

特徴に焦点を当てる傾向があり、これらの相違点を理解
した上で、英語学習者が母語話者と非母語話者とのコ
ミュニケーションで発音に重点を置くべき要素を検討
する必要がある。

母語話者は英語の音声に精通しており、細かい発音の
違いを敏感に認識する。よって、英語学習者が母語話者
とコミュニケーションする際には、発音の正確さが重要
で、特に、/l/ と /r/、/th/ などの日本人が苦手とする音や、
母音の長さや強勢の違いに注意を払うことが求められ
る。加えて、リズムやイントネーションを自然に表現す
ることが、スムーズなコミュニケーションに繋がると考
えられる。

一方、非母語話者同士のコミュニケーションでは、相
手が理解しやすい発音が重要になる。この場合リズム、
イントネーション、強勢などの suprasegmentals が明瞭
性に大きく影響を与えることが示されている（Jenkins, 
2000）。

以上のように、母語話者と非母語話者の発話音声の認
識における相違点を考慮し、英語学習者は話す相手やコ
ミュニケーションの目的に応じて、発音の優先項目を調
整することも指導カリキュラムのデザインの際に検討
されるべきである。

4.4　指導改善効率
明瞭性を軸に指導の項目を精選することに加え、限ら

れた時間の中で指導するにあたって、指導による改善の
しやすさ、指導効率についても検討するべきである。

発音の指導による効果について、懐疑的な指導者も少
なくなく、指導してもあまり改善が見られないと感じて
いる指導者もいる。確かに、文法や語彙等の知識教授型
の指導と異なり、発音技能は学習者個人の要因、つま
り音に対する敏感さや調音に関わる機能の運動能力の
ような、学習者の適性要因の影響を受けやすい技能で、
指導によってすぐ改善がみられる学習者とそうでない
学習者の差が比較的顕著に見られる言語技能である。

しかし、先行研究によれば、教室での発音指導の有
効性が示されている。例えば、Saito（2012）は、15 の
発音指導に関する実証研究を調査し、すべての研究で
指導によって発音技能が向上したことが示されている。
これらの研究では、発音の segmentals（個々の音素）だ
けでなく、suprasegmentals（リズム、イントネーション、
強勢など）の両方が指導によって改善されることが報告
されている。（Couper, 2006; Elliott, 1997; Saito, 2011a）

外国語の発音習得については、母語の発音習得のよう
な、どちらかというと学習者に依存した学び方よりも、
教師の支援や指導によっても大きく向上する可能性が
あることが示されていることから、学校現場での指導の
重要性を改めて強調したい。
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5 ．発音指導デザインのための留意事項
本節では、これまでの議論も踏まえつつ、より効果的

な発音指導デザインのための留意事項について、目標
設定、指導内容（指導項目、リスニング指導、フォニッ
クス指導）、教材の提示（視覚的情報）、評価、ICT 機器
の活用、動機づけ等について議論する。

5.1　目標の設定
現在では，ネイディブスピーカーレベルの発音を到達

目標にするのではなく、母語話者だけでなく、非母語話
者にも伝わる発音を目指すべきであるという考えが主
流となっている。英語がグローバルなコミュニケーショ
ンの手段として広く使用されている言語であるため、コ
ミュニケーションを取る相手が母語話者だけでなく、英
語を第二言語とする人々であることも多く、そういった
多様な背景を持った人々とのコミュニケーション取る
ことができるような発音を目指す必要がある。

また、ネイティブスピーカーレベルを目指すといった
ような学習目的が自分の能力や進捗に合わない過剰な
目標を設定してしまったりすることで、いくら努力し
ても目標に到達しないことが継続することになり、学
習動機の低下につながる可能性がある。各学習者にとっ
て到達可能な目標を設定すること、そして、必ずしも
ネイティブスピーカーレベルの音声を習得することが、
その学習者にとって本当に必要なことかを考える必要
がある。

5.2　指導項目の精選
前節でも議論したように、限られた時間の中で、日本

人英語学習者が特にその明瞭性に影響を与える音声項
目を精選したカリキュラムの作成が重要である。

Saito （2011b）は、日本人母語話者の発音で明瞭性に
影響を与えている音素を20項目（θ, v, sɪ, j, æ, w, f, ɹ, l, ð, h, 
ʌ, n, ə, tʃɪ, ŋ, ʒ, dʒ, diphthongs, and voiceless stop）特定した。
指導の中でこれらの音素の指導は特にフォーカスして
取り組みたい項目である。

そして、suprasegmental においては、リンキング等も
重要な項目ではあるものの、先行研究の結果踏まえ、明
瞭性に最も影響がある項目であるストレスの学習は優
先させるべきであろう。

5.3　リスニングの重要性
発音指導というと、とかく音の産出ばかりに目を向け

られがちではあるが、音の認識と発音は密接に関連して
いる。聴覚障害者を例に挙げると、音の認識、すなわち
リスニング力が発音習得において重要であることを具
体的に示すことができる。聴覚障害者は、聴覚器官の問
題により、音を認識することが困難であるが、調音器官

には問題がないにもかかわらず、音声の産出に困難を抱
える傾向がある。音声を出すことはできても、その音声
を直接認識することができないため、発音の正確さを判
断し、自己修正するのが難しい。これは、音声の認識力
が発音習得において重要な役割を果たしていることを
示しており、リスニング力のトレーニングが発音力向上
につながることを示唆している。

リスニング指導を通じて学習者は英語の音声の特徴
やパターンを理解することが容易になる。これにより、
自分の発音が正確であるかどうかを判断する能力が向
上し、自己修正が容易になる。また、リスニング力が向
上することで、学習者は英語の音声に対する感度が高ま
り、細かい発音の違いの認識も可能になる。これは、発
音習得において非常に重要な要素であると考えられる。

次に、リスニング指導は、学習者が母語話者や非母語
話者とのコミュニケーションにおいて、相手の発音を理
解しやすくすることにも貢献する。英語を話す際、自分
の発音が正確であっても、他者の発音を理解できなけれ
ばコミュニケーションは成立しない。リスニング指導に
よって音声の認識力が向上すれば、異なる発音やアクセ
ントにも適応しやすくなる。

以上の理由から、発音指導においてリスニング指導が
重要であり、リスニング力を向上させることは、発音習
得だけでなく、英語コミュニケーション能力全体の向上
にも寄与する重要な要素であると考えられる。

5.4　フォニックス学習の充実
日本語と異なり、英語は文字と音の関係の透明性が低

いことも、発音を難しくしている要因であると考えられ
る（湯澤他 , 2017）。日本語母語学習者は、日本語のロー
マ字の読み方を英語の読みに適用させてしまい、日本語
のような発音になってしまうことが多い。その対策とし
て、やはり早期から文字と音のパターンを学習、つまり
フォニックスの学習を行っておくことは非常に有効で
あろう。フォニックスの知識があれば、単語の綴りから
発音がある程度推測できることに加え、母語である日本
語の音節（モーラ）の影響から、不要な母音を挿入して
しまうという、日本語母語話者に最も顕著な課題を軽減
することが期待できる。

加えて、このフォニックスの知識があれば、音声面の
向上だけでなく、語彙の綴り学習においても良い効果が
あると考えられる。入山他（2019）は、音韻知識と語彙
力の有意な関係について主張しており、語彙力の向上に
は、音韻知識が必要であると主張している。津田・高橋

（2014）も、綴りの習得において、文字と音の関係の知
識の重要性を主張している。

以上のことから、フォニックス学習は英語の発音技能
の向上に有益であると考えられ、特に、日本語母語話者

66

近　藤　暁　子



にとっては、英語の文字と音の関係性が透明でないた
め、フォニックス学習によって正確な発音を行うための
基礎を身につけることが有効であると言える。

5.5　視覚的情報の提供
聴覚障害者が英語を学ぶ際、音の学習は聴覚を通じて

行うのが難しい。そのため、教師は音声指導時に、自
らの顔や口元をはっきりと見せることで視覚的な情報
を提供している。聴覚に問題のない学習者にとっても、
音の学びに視覚的情報を提供することは有効であると
考えられる。聴覚と視覚情報を統合させることにより音
声処理能力が向上することが報告されている（Grant & 
Seitz, 2000; Massaro, 1998）。実際、幼児が母語を学ぶ際、
保護者の顔を見ながら、音声と視覚情報を合わせて母語
を覚えていく。幼児はその音を出すときに、口や舌等
の調音器官の動きをみて、それを真似ることでその音
が産出されることを学んでいく（Melzoff & Kuhl, 1994；
Patterson & Werker, 1999； 麦谷他 2004, 2006）。これは、
馴染みのない音声を学ぶ際にも同様の効果が考えられ、
音声の提供だけではなく、教師が視覚的に調音器官がど
のような位置になっていて、どのような動きをしている
のかを見せたりすることが、音声の産出の学びの助けに
なる。

人は音声を聞くときに視覚情報と組み合わせて認識
していると考えられている。例えば、同じ音を聞いても、
その際の表情や口の動き等の影響によって認識される
音が変わることがあり、このような現象をマガーク効果
と呼ぶ（McGurk & McDonald, 1976）。このことからも、
視覚が聴覚に影響を与えることの有効性が考えられる。
実際、Hazan, Sennema, Iba, and Faulkner （2005）は発音指
導における視覚情報の提供の有効性を示している。彼ら
は、39 人の日本人英語学習者を対象に、発音指導にお
ける音声視覚トレーニングの効果を調べる研究を行い、
その結果、音声視覚トレーニングは、音声トレーニング
よりも日本人学習者の英語発音能力の向上に効果的で
あることを示した。また、林・関山（1998）も、同様に
発音指導において視覚情報の提示が重要であることを
示している。日本人の実験参加者は外国人と話す際に、
スピーチ知覚に関連する視覚情報をより多く使用する
ことが明らかになっている。以上の研究結果を踏まえ、
視覚的な情報を活用した指導デザインの提供が有効で
あると考えられる。

5.6　評価方法
学校現場において、ALT など母語英語話者が学校に

配置されてはいるものの、指導担当時間は限定的で、実
際の指導を主として行っているのは日本人母語話者の
教員であることが多い。非母語話者である日本人英語教

師が適切な評価をするためには、前節でも論じたよう
に、様々な課題があるが、それを踏まえ、以下のような
提案をしたい。

まず、教師自身が正しい発音を聞き分けることができ
るように、リスニング力を向上させる必要がある。学習
者に対するモデルの音声の提供は、現在では様々なメ
ディアがあり、教師自身の発音の影響力は大きい。しか
し、完璧な発音ができなければ指導ができないというわ
けではない。むしろ、教師とって重要なのは、生徒の発
音の評価であり、その音声の明瞭性の判断である。この
ためには、普段から英語のネイティブスピーカーが話す
音声を聞く機会を増やすなどして、音の認識力を向上す
ることが必要である。

教師が学習者の発音を評価する際、評価の基準を明確
に設定し、学習者と共有することは重要である。具体的
には、どの音声項目に注目するのか、定めた目標に基づ
きどのように評価するのかを明示する。さらに、評価後
には学習者の発音の問題点を具体的に指摘し、改善策
を提案する。これにより、評価は学習者の学びのサポー
トとして効果的に機能すると考えられる。さらに、自律
した学習者の育成の観点からも、学習者自身が継続的に
自己評価を行うことも重要である。自己評価を行うこと
で、自分の弱点や課題を把握し、次の学習に生かすこと
ができる。また、自己評価を行うことで自己肯定感も高
まり、学習意欲の向上につながる。教師が提供する評価
やフィードバックを受け取った後、自己評価を行うこと
で、より自律的な学習者として成長することができる。

発音の技能は、前述のように、個人差が大きい。よっ
て、到達目標は各学習者のレベルや課題に合わせて設定
し、その学習者がどのように変容しているのかをフィー
ドバックすることが重要である。一律の目標設定をする
と、できない学習者は常に目標を達成できず、学習動機
の低下につながる。よって個人内評価が重要で、学習に
よってどう変容したかを学習者と共有することで、自身
の進歩を感じることができ、次の学習行動につながると
考えられる （Brown, 2007）。

5.7　ICT 機器の活用の可能性（評価）
これまで、発音の評価については、日本語母語話者の

教員でも可能ではあるものの、現実的には自信を持って
その評価ができる教員は少なく、最終的には、ネイティ
ブスピーカーを頼ることになることが多い。それが難し
い場合は、そもそも発音の評価だけでなく、指導も避け
てしまうことに繋がり、発音指導の課題となっていた。
しかしながら、ICT 機器の活用が、発音評価における教
員の負担軽減や評価の客観性向上につながると考えら
れる。例えば、録音機能を備えたスマートフォンやタブ
レット等を使用すれば、学習者の発音を簡単に録音し、
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音声解析や音声認識アプリケーションを用いることで、
発音の正確性やリズムなどを客観的に評価することが
できる。

ICT 機器の活用で、評価の客観性を高め、教員の負担
を軽減することが期待できるだけでなく、学習者にとっ
ても、自分の発音を聞き直したり、自己評価を行ったり
することで、より丁寧な発音の修正が可能になると考え
られる。

5.8　ICT 機器の活用の可能性（個別最適化と自立学習）
発音技能については、個人差が大きい技能で、学習

者によって、必要とされる練習量や課題項目も異なる。
そこで、ICT 機器を活用し、学習者それぞれに応じた学
習課題を与え、授業外での学習を促す取り組みを行うこ
とも、技能の向上に大きく期待できる。

発音は、言語技能中で、運動技能に影響を受ける技
能で、調音方法が理解できていたとしても、必ずしも
その音を産出できるとは限らず、調音器官をコントロー
ルして音を出す練習が必要となる。授業時間の中、そう
した個別練習を行う時間を確保することは難しい。そこ
で、ICT 機器を活用した、授業外での学習を促す取り組
みを行うことも技能の向上に貢献できると考えられる。
ICT 機器を活用した、個別最適化された学びの取り組み
として、例えば、音声認識技術を活用した発音チェック
アプリケーションの活用がある。こうしたツールを利用
することで、学習者自身が自分の発音を記録し、分析す
ることができる。また、音声分析の結果を基に、個別最
適化された練習課題を提供することも可能である。これ
らの取り組みは、学習者の自主性を促進するとともに、
授業時間外での練習量を増やすことができ、効率的な発
音学習につながると考えられる。

5.9　発音学習の動機づけ
英語の発音の習得は、音楽やスポーツの技能と近い習

得特徴があり、継続的かつ長期的な努力が必要である。
継続的な学習のためには、学習者が自発的に学びたいと
思える動機を持つことが不可欠である。そこで、本節で
は、自己決定理論の三要素、自律性、有能性、関係性（Ryan 
& Deci, 2017）の観点から、学習者が発音学習に継続的
に取り組むための提案を行いたい。

自己決定理論に基づく発音学習における学習者の自
律性を高めるためには、学習者が自分自身で学習のプロ
セスを管理できるようにすることが重要である。まず、
学習目標の設定については、自分自身の目標を設定に学
習者自身が関与することが重要である。教師は、学習
者に自分で目標を設定するために必要な情報の提供や、
目標達成に向けたプランニングをサポートすることが
望ましい。また、教室内だけでの学習ではなかなか技能

の習得は難しく、教室外での学習活動が必要となるが、
ICT 機器や学習支援アプリケーションなどを使用し、学
習者自身が自律して学習を進めることができるような
仕組みづくりも重要である。

次に、動機づけの 2 つ目の要素である有能性を高める
ためには、学習者自身が自身の技能を評価し、目標を達
成できていることや、技能が向上していることを実感す
るような取り組みが必要である。例えば、自己評価のた
めに、レコーダーやタブレット端末等を使用して自分自
身の発音を記録し、定期的に聴き直し、自身の技能の変
容を確認する活動が有効である。学習者自身が自分自身
の発音に対して振り返って技能の向上を実感すること
が、自身の有能感を満たすことになり、長期的な学習継
続につながる。

もちろん、教員からのフィードバックも動機の維持に
重要な役割を果たす。学習者自身が気付かない変化を
教員が認識し、それに対するポジティブなフィードバッ
クを与えることが、学習者が自分の発音がどの程度改善
したかを把握することが可能になり、それによって学習
効果を実感することができる。信頼できる他者（教師）
からのフィードバックによって、自己の有能感に育て、
更に努力しようとする行動を促すことにつながる。

フィードバックの与え方としては、その時点で目標が
達成できているかどうかよりも、前と比べてどう進捗し
たのかにフォーカスしたフィードバックを行うことも、
有能感を育てる観点から重要である。加えて、教師とし
て学習者が苦手とする部分に対して、弱点克服のための
具体的なアドバイスを与える重要な役割も忘れてはな
らない。

最後に、3 つ目の要素の関係性を高めるためには、教
師や他の学習者との交流を促進することが必要である。
例えば、他の学習者と一緒に練習することが考えられ
る。また、教師との対話やフィードバックの機会を設け、
教師と学習者との信頼関係を築くことが重要である。

加えて、学習そのものが楽しいと感じさせるために
は、学習者の興味や関心に合わせた学習材料を用意する
ことも重要である。発音練習はともすれば、単調で機会
的なものなる傾向があるが、ゲームや、音楽や映画など
のオーセンティックなメディア等を活用し、発音の練習
を楽しい体験にする工夫をすることも学習動機の維持
に効果的である。

以上のように、学習者自身が目標設定に関与し、自律
した学習ができる環境を整えること、学習者が自分の技
能向上を実感できるような取り組みを行い、教師からの
フィードバックを通じて有能感を育むこと、そして教師
や他の学習者との信頼関係を築き、学習そのものを楽し
いと感じられる工夫をすることが、継続的な発音学習に
つながると言える。これらの要素を取り入れた学習方法
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を実践することで、発音の習得だけでなく、他の技能や
知識の習得にも応用できるため、英語学習全般の効果的
な進め方として捉えることができる。

6 ．おわりに
本稿では、日本人英語学習の発音技能の現状、教員の

懸念、発音習得の影響要因を概観し、限られた時間・環
境で現状の課題を回復するために、日本人が苦手な音、
明瞭性に影響を与える音、将来的な目的の違い、指導改
善効率、の観点から指導項目の検討を行った。その考察
を踏まえ、指導優先項目・リスニングの重要性、評価方
法、技能格差や環境要因に対応するための ICT 機器の
活用の可能性、学習に対する動機づけについて論じた。

多忙な教員が不安なく、自信を持って指導を行えるよ
う、効果的な研修の提供が必要である。特に、小学校で
の指導を志す学生が学ぶ教員養成課程では、発音指導の
充実が求められる。本稿の内容が、これらの研修やカリ
キュラムデザインの参考となれば幸いである。今後は、
本稿の考察を基にした指導実践の効果を検証し、その結
果をもとにより良い指導方法を追求していきたい。
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